
日光市歴史民俗資料館では、平成 23 年度から平成 27 年度
（2011年度から 2016年度）にかけて、日光市内の民俗芸能

や伝統技術の映像を撮影し、記録してきました。

本書では、その時の映像記録をもとに、市内21件の獅子舞（い
ずれも市指定文化財）を掲載しています。写真をふんだんに

使って、各獅子舞の特徴を紹介しています。

『日光市民俗芸能・技術映像記録事業報告書』『日光市民俗芸能・技術映像記録事業報告書』

獅子舞獅子舞

　日光市歴史民俗資料館　販売図書

1,000 円（税込み）
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種
別

　
　
　
関
白
流
一
人
立
三
匹
獅
子
舞

　
所
在
地

　
　
　
日
光
市
中
猪
倉

　
保
存
団
体
等

　
　
　
中
猪
倉
獅
子
舞
講
中

　
由
来
・
沿
革
　

　
猪
倉
は
旧
今
市
市
南
東
部
の
宇
都
宮
市
境
に
位
置
し
、上
・
中
・

下
の
三
地
区
に
分
か
れ
る
。
こ
の
う
ち
現
在
も
関
白
流
獅
子
舞

が
続
け
ら
れ
て
い
る
中
猪
倉
は
、
西
半
分
を
占
め
る
地
域
に
あ

り
、
南
西
側
で
は
文
挾
流
獅
子
舞
が
続
け
ら
れ
て
い
る
手

ち
ょ
う

岡う
か

と

接
す
る
農
村
地
帯
で
あ
る
。
北
西
部
に
地
元
の
人
が
寺
山
と
呼

ぶ
山
が
あ
り
、
山
麓
に
は
泉
福
寺
が
あ
る
。
中
世
、
寺
山
に
は

猪
倉
城
が
築
か
れ
戦
乱
の
舞
台
と
な
っ
た
。

　
猪
倉
獅
子
舞
の
由
来
に
つ
い
て
は
、
昭
和
61
年
の
中
猪
倉
公

民
館
の
火
災
に
よ
り
獅
子
頭
や
巻
物
な
ど
の
資
料
一
式
を
焼
失

し
た
た
め
不
明
で
あ
る
。
栗
山
地
域
の
日ひ

な
た向

に
は
、
天
明
４
年

(

１
７
８
４)

に
猪
倉
村
の
関
白
日
下
海
山
青
木
流
師
匠
の
青
木

覚
太
夫
が
獅
子
舞
を
伝
授
し
た
旨
の
伝
授
書
が
残
る
。
こ
の
伝

授
書
に
は
獅
子
舞
の
演
目
や
構
成
等
ま
で
記
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
こ
ま
で
詳
細
に
記
さ
れ
た
１
７
０
０
年
代
の
伝
授
書
は
唯
一

の
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
日
向
に
隣
接
す
る
日ひ

か
げ蔭

に
は
、

寛
政
６
年(

１
７
９
４)

に
関
白
流
・
野
州
関
白
村
青
木
角
太
夫

よ
り
十
二
世
の
棟
梁
・
猪
倉
村
の
子
生
（
師
匠
）
勘
兵
衛
が
日

蔭
（
当
時
は
下
栗
山
村
）
に
獅
子
舞
を
伝
え
た
旨
の
文
書
が
残

さ
れ
て
い
る
。
関
白
流
獅
子
舞
は
宇
都
宮
市
関
白
の
「
関
白
神

獅
子
舞
」
が
起
源
と
さ
れ
る
が
、
師
匠
が
代
々
青
木
角
太
夫
を

名
乗
っ
た
こ
と
か
ら
当
初
は
「
青
木
流
」
と
称
し
て
い
た
。
そ

の
後
、
代
々
続
い
た
青
木
角
太
夫
が
何
ら
か
の
理
由
で
師
匠
の

座
を
退
き
、「
関
白
神
獅
子
舞
」
は
関
白
村
が
管
理
し
、
村
方
が

代
表
責
任
者
と
な
っ
て
か
ら
「
関
白
流
」
を
名
乗
っ
た
と
い
う
。

　「
関
白
神
獅
子
舞
」
が
猪
倉
に
伝
授
さ
れ
た
年
代
は
不
明
で
あ

る
が
、猪
倉
に
お
い
て
は
１
７
０
０
年
代
後
半
に
は
青
木
流
（
関

白
流
）
師
匠
を
名
乗
る
人
物
が
現
れ
る
ほ
ど
獅
子
舞
が
盛
ん
に

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
関
白
流
獅
子
舞
の
重
要
拠
点
と
し
て

他
の
地
区
へ
と
伝
授
し
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
猪
倉
獅
子
舞
は
昭
和
61
年
の
火
災
に
よ
り
道
具
一
式
を
焼
失

し
た
た
め
中
断
さ
れ
て
い
た
が
、
平
成
９
年
に
地
元
有
志
に
よ

り
復
活
さ
れ
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

　
祭
日
・
場
所
・
目
的

　
猪
倉
獅
子
舞
の
か
つ
て
の
祭
日
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
現

在
は
下
記
の
よ
う
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　
(1)
８
月
16
日
「
送
り
盆
」

　
泉
福
寺
に
お
い
て
先
祖
供
養
の
た
め
に
行
う
。

　
(2)
８
月
最
終
日
曜
日
「
風
神
祭
」

　
旧
暦
８
月
１
日
（
八
朔
）
の
風
祭
り
と
し
て
台
風
除
け
や
五

穀
豊
穣
を
祈
願
す
る
た
め
に
行
う
。

　
(3)
９
月
の
日
曜
日
「
結
び
獅
子
」

　
一
年
の
最
後
の
獅
子
舞
と
し
て
伝
承
館
裏
の
獅
子
舞
供
養
塔

の
前
で
奉
納
さ
れ
る
。

　
組
織
・
運
営

　
猪
倉
獅
子
舞
も
か
つ
て
は
若
衆
組
織
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て

い
た
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

　
獅
子
舞
が
復
活
し
た
平
成
９
年
以
降
は
、
中
猪
倉
自
治
会
や

有
志
を
中
心
と
し
て
中
猪
倉
獅
子
舞
講
中
が
組
織
さ
れ
た
。
講

中
は
役
員
と
世
話
人
が
中
心
と
な
り
運
営
し
て
い
る
。
役
員
は

頭
領
、
副
自
治
会
長
、
副
頭
領
か
ら
な
り
、
代
表
で
あ
る
頭
領

は
自
治
会
長
が
務
め
る
。
世
話
人
は
大
世
話
人
２
人
と
世
話
人

４
人
か
ら
な
る
。

　
獅
子
頭
・
用
具
・
衣
装

　
獅
子
頭
は
角
が
金
色
の
雄
の
ワ
キ
、
角
が
ね
じ
れ
る
雄
の
タ

イ
、
角
の
な
い
雌
の
雌め

じ

し
獅
子
。
獅
子
は
獅
子
太
鼓
、
腰
に
数
色

の
色
紙
を
剣
の
形
に
し
た
飾
り
を
折
り
挟
む
。
足
袋
に
草わ

ら
じ鞋

を

履
く
。
　

　
笛
は
６
穴
。
棒
、
太
刀
、
弓
、
花
籠
４
、「
天
下
一
日
下
開
山

関
白
流
」
の
額
。

　
準
備
・
練
習

　
平
成
27
年
６
月
14
日
、
中
猪
倉
文
化
伝
承
館
で
獅
子
舞
講
中

役
員
・
世
話
人
会
議
が
開
催
さ
れ
、
今
年
度
の
獅
子
舞
日
程
が

協
議
さ
れ
る
。

　
同
21
日
、
伝
承
館
に
獅
子
舞
講
中
員
が
集
ま
り
「
花
吹
き
」

と
い
う
花
籠
の
花
を
作
り
替
え
る
作
業
が
行
わ
れ
る
。「
花
吹
き
」

が
終
わ
る
と
花
籠
と
獅
子
頭
に
御
神
酒
が
供
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

関か
ん
ぱ
く白
流り

ゅ
う 

中な
か
い
の
く
ら

猪
倉
獅
子
舞
（
日
光
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財 

芸
能
）

獅
子
舞
や
練
習
日
程
等
の
確
認
を
行
う
。

　
平
成
27
年
の
獅
子
舞
練
習
は
、
８
月
６
日
か
ら
迎
え
盆
の
13

日
ま
で
伝
承
館
に
て
行
わ
れ
る
。

　
獅
子
舞
演
目

　
(1)
８
月
16
日
（
泉
福
寺
で
の
送
り
盆
奉
納
舞
）

　
講
中
員
は
伝
承
館
に
集
ま
っ
て
着
替
え
を
し
、
泉
福
寺
の
近
く

ま
で
車
で
移
動
し
、
舞
手
は
獅
子
頭
を
付
け
て
奉
納
に
備
え
る
。

　
準
備
が
終
わ
る
と
獅
子
舞
一
行
は
「
街
道
下
り
」
の
演
奏
を

し
な
が
ら
寺
の
山
門
へ
向
か
う
。「
天
下
一
日
下
開
山
関
白
流
」

の
額
を
持
っ
た
頭
領
を
先
頭
に
、
一
升
瓶
の
奉
納
酒
を
持
っ
た

講
中
役
員
、
棒
、
弓
、
笛
２
、
花
籠
２
、
タ
イ
、
ワ
キ
、
雌
獅
子
、

花
籠
２
の
順
に
行
列
す
る
。

　
①
山
門
前
で
の
舞

　
山
門
前
に
着
く
と
「
歌う

た
ま
い舞

」
を
行
う
。
タ
イ
は
重
箱
に
入
っ

た
色
紙
を
切
っ
た
も
の
を
紙
吹
雪
の
よ
う
に
ま
く
。
こ
れ
は
舞

の
前
に
必
ず
行
わ
れ
、
お
払
い
の
意
味
が
あ
る
と
い
う
。

　
舞
の
間
、
花
籠
の
４
人
は
四
方
に
立
ち
続
け
る
。

　
舞
の
後
、
講
中
員
が
獅
子
を
囲
ん
で
獅
子
歌
（
し
め
竹
、
鳥

居
を
通
る
時
）
を
謡
う
。

　
②
四
足
門
前
で
の
舞

　
歌
が
終
わ
る
と
「
街
道
下
り
」
を
し
な
が
ら
山
門
を
く
ぐ
っ

て
境
内
の
四
足
門
の
前
に
移
動
す
る
。
四
足
門
の
内
側
に
は
酒

が
置
か
れ
、
山
門
前
と
同
様
に
「
歌
舞
」
が
舞
わ
れ
る
。
舞
の

後
に
は
獅
子
歌
（
御ご

も
ん
ま
え

門
前
、
寺
庭
）
が
謡
わ
れ
る
。

　
③
本
堂
前
で
の
舞

　
歌
が
終
わ
る
と
再
び
「
街
道
下
り
」
を
し
な
が
ら
四
足
門
を

く
ぐ
る
。
本
堂
前
で
奉
納
舞
「
渡
り
拍
子
」、「
歌
舞
」、
棒
と
太

刀
に
よ
る
露
払
い
、「
入
れ
違
い
」、「
庭
舞
」
が
舞
わ
れ
る
。
白

鉢
巻
に
白
装
束
の
棒
と
太
刀
が
棒
術
の
演
技
を
披
露
す
る
と
、

ワ
キ
と
タ
イ
の
雄
２
匹
が
棒
と
太
刀
を
押
し
の
け
て
「
入
れ
違

い
」
の
舞
を
始
め
る
。

　
か
つ
て
は
こ
の
他
に
も
「
神
楽
舞
」「
平
庭
」「
弓
く
ぐ
り
」

な
ど
全
部
で
12
の
演
目
が
あ
っ
た
が
、
資
料
焼
失
や
後
継
者
不

足
な
ど
で
継
承
が
途
絶
え
て
い
る
。

　
泉
福
寺
で
の
舞
は
山
門
前
、
四
足
門
前
、
本
堂
前
と
門
く
ぐ

り
の
儀
式
を
丁
寧
に
繰
り
返
し
て
お
り
、
獅
子
舞
本
来
の
神
仏

集
合
の
姿
を
と
ど
め
る
も
の
で
あ
る
。

　
(2)
８
月
30
日
（
風
神
祭
）

　
講
中
員
は
公
民
館
で
準
備
を
行
う
。
本
来
は
高
龗
神
社
、
星

ノ
宮
神
社
と
伝
承
館
の
３
か
所
で
獅
子
舞
奉
納
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
年
は
雨
の
た
め
神
社
２
か
所
で
の
舞
は

山門前での歌舞（平成 27年 8月 16日撮影）

山門前での獅子歌（平成 27年 8月 16日撮影）

四足門前の様子（平成 27年 8月 16日撮影）


